
かながわシェイクアウト 検索

希望者への「広報ざま」の戸別配布を実施中
※新聞を購読されている方には、新聞に折り込まれます。

○新規のお申し込み 申込専用電話 1046（252）8684（広報広聴人権課）
○届かない場合 （株）神奈川新聞総合サービス 70120（111）429（無料）

市消防と関係機関とが連携しての救出訓練（昨年の様子）

ひまわりまつり（座間・新田宿・四ツ谷会場）　 8 月14日（木）～19日（火）午前 9 時30分～午後 4 時
座架依橋北側～四ツ谷（合計4.5ヘクタール約45万本） 担当　商工観光課　☎046(252)7604　5046(255)3550

参加しよう！
かながわシェイクアウト
（いっせい防災行動訓練）
　市では、総合防災訓練に先立って、同日午前 8時に
「かながわシェイクアウト（いっせい防災行動訓練）」
を実施します。この訓練は、市民の皆さんが大きな地
震から身を守るための安全行動をとる訓練です。
　 8月30日（土）午前 8時に合図のサイレンが鳴っ
たら、「そのときあなたがいる場所」で、下図「安全
行動 1－ 2－ 3」を約 3分間程度行ってください。
　ぜひ、この機会に地震から身を守るための「安全
行動 1－ 2－ 3」を確認しましょう。参加の申し込
みについてなど詳しくは、県のホームページ（http://
www.pref.kanagawa.jp/cnt/f480078/）でご確認く
ださい。

平成26年度座間市総合防災訓練
と　き　 8月30日（土）午前 9時～11時30分

安全行動 1－ 2－ 3
①ドロップ！『まず低く！』
②カバー！『頭を守り！』
③ホールドオン！『動かない！』 

中央会場
ひばりが丘小学校（ひばりが丘 4－ 4－ 1）
○参加方法　開催時間中に直接会場へ

○持ち物　動きやすい服装、帽子、飲み物、タオル、軍手など
※中止の場合は、中止の判断を当日午前 6時に行い、市ホームページ、座間市緊急情報い
さまメールでお知らせします。座間市緊急情報いさまメールの登録方法は 5面で紹介して
います。
※災害時を想定していますので、車での来場はご遠慮ください。

地域会場
サニープレイス座間（総合福祉センター）
○ 参加方法　午前 9時～ 9時30分ごろに直
接会場へ

災
害
時
に
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
は
…

〜
総
合
防
災
訓
練
〜

　市
で
は
、
大
地
震
な
ど
の
大
規

模
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
備

え
、
総
合
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま

す
。
市
、
住
民
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン

事
業
者
、
自
衛
隊
、
神
奈
川
県
警

察
、
消
防
機
関
な
ど
が
連
携
を
図

り
、
迅
速
に
活
動
す
る
た
め
の
訓

練
や
市
民
の
皆
さ
ん
が
参
加
・
体

験
で
き
る
訓
練
を
行
い
ま
す
。

　災
害
か
ら
身
を
守
る
に
は
、
市

民
の
皆
さ
ん
一
人
一
人
が
災
害
に

備
え
る
意
識
を
持
つ
こ
と
が
大
切

で
す
。
積
極
的
な
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

担
当

　安
全
防
災
課

☎
0
4
6（
2
5
2
）7
3
9
5

0
4
6（
2
5
2
）7
7
7
3

非常通信訓練、給水および仮設マンホー
ルトイレ設置訓練、生活物資・燃料輸送
訓練、道路復旧訓練、救助・救出訓練、
自衛隊によるカレーの炊き出しなど

市社会福祉協議会とざま災害ボランティ
アネットワークが連携しての災害ボラン
ティアセンターの開設運営訓練

市内で被害を受けた個人宅や各種施設か
らの支援要請に基づいて派遣訓練への参
加

炊き出し、応急手当、煙体
験、防災に関する展示、自
衛隊カレーの試食など

見学
見学

参加・体験参加・体験、展示

広報

大豆油インクを使用しています

【座間市のお知らせ】
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◆座間市市民部広報広聴人権課編集

市 の 人 口●129,028人（＋5人）
市の世帯数●55,535世帯（＋31世帯）
平成26年7月1日現在（　）は6月との増減8.15平成26年

（2014年）
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※写真は昨年のものです。

遠
く
ま
で
続
く
ひ
ま
わ
り
散
策
路

（
座
間
会
場
）

消火体験

煙体験

炊き出し体験
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市
内
小
・
中
学
校
で
は「
レ
ッ

ツ
　
ト
ラ
イ
　
ひ
ま
わ
り
環
境

Ｉ
Ｓ
Ｏ
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
こ
の
取
り
組
み
は
、
児

童
・
生
徒
が
環
境
へ
の
関
心
を

持
ち
、
全
地
球
的
な
視
野
で
環

境
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

　
本
年
度
の
重
点
目
標
「
エ
コ

キ
ャ
ッ
プ
・
リ
サ
イ
ク
ル
ボ
ッ

ク
ス
運
動
」「
緑
化
活
動
」「
Ｐ
Ｔ

Ａ
と
の
美
化
活
動
」

（
１
）
環
境
保
全
活
動
　

　
整
備
美
化
常
任
委
員
が
中
心

と
な
り
、
校
内
環
境
に
対
す
る

意
識
を
高
め
る
よ
う
に
努
め
ま

し
た
。
ま
た
、
保
護
者
や
地
域

の
方
々
と
協
力
し
、「
相
中
ク

リ
ー
ン
大
作
戦
」
と
称
し
学
校

周
辺
の
美
化
活
動
に
取
り
組
み

ま
し
た
。

（
２
）
自
然
へ
の
興
味
･
関
心

を
高
め
る
活
動

　
毎
年
行
っ
て
い
る
３
年
生
の

奉
仕
活
動
で
は
、
花
壇
の
植
え

替
え
を
保
護
者
の
方
と
協
力
し

て
行
い
、
卒
業
式
に
は
門
出
の

道
が
花
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま

し
た
。
自
然
の
素
晴
ら
し
さ
に

　
10
月
１
日
（
水
）
か
ら
漏
水

に
係
る
使
用
水
量
の
認
定
制
度

が
変
更
に
な
り
ま
す
。

○
対
象

　 

次
の
①
〜
⑤
の
全
て
の
要
件

を
満
た
し
て
い
る
場
合
に
限

り
ま
す
。

　 

①
地
下
埋
設
管
や
壁
体
内
部

な
ど
、
目
視
で
の
確
認
が
不

可
能
な
箇
所
か
ら
の
漏
水

　 

②
座
間
市
指
定
給
水
装
置
工

事
事
業
者
が
漏
水
調
査
・
修

理
を
行
っ
た
場
合

　 

③
漏
水
が
発
覚
し
た
と
き
か

ら
２
カ
月
以
内
に
修
理
に
着

手
し
た
場
合

　 

④
修
理
後
３
カ
月
以
内
に
申

　
任
期
満
了
に
伴
い
農
業
委

員
が
改
選
さ
れ
（
下
表
参

照
）
委
員
の
互
選
に
よ
り
、

会
長
に
は
井
上
俊
春
さ
ん

（
右
写
真
）、
職
務
代
理
者

に
は
澤
田
富
美
雄
さ
ん
が
選

出
さ
れ
ま
し
た
。

　
農
業
委
員
は
、
市
内
農
業

者
の
代
表
と
し
て
、
農
業
の

維
持
・
発
展
の
た
め
担
い
手

の
育
成
と
農
地
の
保
全
を
目

指
し
ま
す
。

い
ま
す
。

　
各
学
校
で
重
点
目
標
を
決

め
、「
だ
れ
で
も
」「
い
つ
で
も
」

「
ど
こ
で
も
」
を
合
言
葉
に
、

児
童
・
生
徒
、
そ
し
て
職
員
も

一
体
と
な
っ
て
環
境
に
優
し
い

活
動
を
実
践
し
て
い
き
ま
す
。

　
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
活
動

生
徒
は
気
付
い
た
と
考
え
て
い

ま
す
。

（
３
）
省
エ
ネ
・
省
資
源
・
リ

サ
イ
ク
ル
活
動

　
文
化
福
祉
常
任
委
員
が
中
心

と
な
り
、
各
教
室
に
リ
サ
イ
ク

ル
ケ
ー
ス
を
置
き
、
裏
紙
の
再

利
用
が
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し

た
。
ま
た
、
教
室
の
照
明
や
扇

風
機
・
エ
ア
コ
ン
の
ス
イ
ッ
チ

の
消
し
忘
れ
を
な
く
す
よ
う
各

ク
ラ
ス
の
消
灯
係
が
中
心
と

な
っ
て
呼
び
か
け
、
生
徒
一
人

ひ
と
り
が
節
電
を
意
識
す
る
よ

う
工
夫
し
て
い
ま
す
。
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
の
回
収
も
積

極
的
に
行
っ
て
お
り
、
こ
れ
は

請
書
を
提
出
し
た
場
合

　 

⑤
過
去
に
漏
水
認
定
さ
れ
た

修
理
箇
所
と
異
な
る
箇
所
の

場
合

○
申
請
方
法

　 

次
の
書
類
を
揃
え
た
上
で
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

制
度
変
更
に
伴
い
、
書
式
が

変
更
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　 

・
漏
水
に
係
る
使
用
水
量
の

認
定
申
請
書
（
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
）

　 

・
漏
水
修
理
工
事
の
請
求
書

ま
た
は
領
収
書
の
写
し

　 

・
漏
水
箇
所
の
修
理
前
お
よ

を
継
続
し
て
い
く
こ
と
で
、
地

球
環
境
を
心
か
ら
大
切
に
思
う

豊
か
な
心
が
児
童
・
生
徒
の
中

に
育
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

リ
サ
イ
ク
ル
活
動
だ
け
で
な

く
、
そ
の
売
却
益
を
寄
付
す
る

「
世
界
の
子
ど
も
に
ワ
ク
チ
ン

を
」
活
動
に
も
つ
な
が
っ
て
い

ま
す
。

（
４
）
環
境
意
識
向
上
の
た
め

の
取
り
組
み

　
常
任
委
員
会
の
活
動
以
外
に

も
、
放
課
後
に
教
室
環
境
の
点

検
を
し
た
り
、
リ
サ
イ
ク
ル

ボ
ッ
ク
ス
の
中
身
や
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
を
回
収
し
た
り

す
る
な
ど
の
活
動
を
行
い
ま
し

た
。
ま
た
、
桜
並
木
整
備
の

際
、
花
植
え
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募

集
の
呼
び
か
け
を
し
た
こ
と
に

よ
り
、
多
く
の
生
徒
が
参
加
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
決
し
て
難

し
い
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
意
識

を
も
っ
て
」・「
目
標
を
も
っ

て
」
活
動
し
続
け
る
こ
と
が
大

切
な
の
で
す
。

び
修
理
後
の
写
真

　 

※
既
に
漏
水
修
理
を
終
え
ら

れ
て
い
る
方
で
、
修
理
日
か

ら
３
カ
月
を
経
過
し
た
も
の

は
、
制
度
改
正
に
伴
い
10
月

１
日
以
降
に
申
請
し
た
場
合

は
使
用
水
量
の
認
定
対
象
外

と
な
り
ま
す
の
で
、
９
月
30

日
ま
で
に
申
請
書
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　 

　
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
問

い
合
わ
せ
先
ま
た
は
担
当
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　
水
道
料
金
お
客
様
セ
ン
タ
ー

　 

☎
0
4
6（
2
6
6
）5
5
2
0

　

0
4
6（
2
6
6
）5
5
2
4

　 

・
営
業
時
間
　
午
前
８
時
30

分
〜
午
後
８
時

　 

・
定
休
日
　
年
末
年
始
（
12

月
30
日
〜
翌
１
月
３
日
）

レ
ッ
ツ
　
ト
ラ
イ
　
ひ
ま
わ
り
環
境
Ｉ
Ｓ
Ｏ

〜
市
内
全
小
・
中
学
校
で
環
境
に
や
さ
し
い
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
〜

担
当
　
教
育
指
導
課
　
☎
0
4
6
（
2
5
2
）
8
7
3
2

0
4
6
（
2
5
2
）
4
3
1
1

漏
水
に
係
る
使
用
水
量
の
認
定
制
度
が
変
更

担
当 

水
道
経
営
課
　
☎
0
4
6（
2
5
2
）7
4
8
0

 

下
水
道
課
　
☎
0
4
6（
2
5
2
）8
5
4
1

水
道
経
営
・
下
水
道
課
　

0
4
6（
2
5
7
）4
1
5
5

第
22
期
農
業
委
員
決
ま
る

担
当 

農
業
委
員
会
事
務
局
　
☎
0
4
6（
2
5
2
）7
3
9
7

0
4
6（
2
5
5
）3
5
5
0

相模中学校
取り組み事例

品名 排出区分 出し方のアドバイス

刃物、割れ物、
ガラス片など

燃えない
ごみ

新聞紙で包むなどし、他
のものとは別にして見や
すいところに「危険物」
と書いて出してください。

スプレ ー 缶、 
カセットボンベ

燃えない
ごみ

必ず中身を使い切り、穴
を開けてから出してくだ
さい。

注射針、点滴の
針など 排出禁止 購入した医療機関などにご相談ください。

（敬称略・順不同）

氏　名 担当地区
山口　俊和 四ツ谷
中村　博 南栗原、東原、さがみ野
星野　正孝 入谷、緑ケ丘
井上　俊春 栗原、栗原中央、ひばりが丘
奥津　彌太郎 入谷
小俣　將明 座間、相武台
片野　光司 座間
本多　光一 新田宿
飯島　英勝 南栗原、東原、さがみ野
市川　芳明 栗原中央、西栗原
澤田　富美雄 座間
大木　秀夫 栗原、広野台、小松原、相模が丘
小林　多賀雄 座間
中澤　邦雄 ―
安海　のぞみ ―

　
ざ
ま
り
ん
を
探
し
な
が
ら
、

市
内
の
名
所
旧
跡
を
ウ
ォ
ー
ク

ラ
リ
ー
形
式
で
巡
る
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
ま
す
。

○ 

と
き
　
10
月
19
日
（
日
）
午

前
９
時
〜
午
後
１
時
（
集
合

は
午
前
８
時
30
分
）

○ 

と
こ
ろ
　
座
間
・
入
谷
地
区

（
座
間
市
役
所
〜
県
立
座
間

谷
戸
山
公
園
〜
星
谷
寺
な
ど

〜
Ｊ
Ａ
物
販
〜
座
間
駅
周
辺

商
店
街
〜
座
間
市
役
所
）　

○ 

対
象
　
コ
ー
ス
の
全
長
約
５

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
歩
く
こ
と

　
市
内
の
ご
み
集
積
所
で
は
、

燃
え
る
ご
み
の
中
に
ガ
ラ
ス
片

や
鋭
利
な
金
属
類
が
混
入
し
て

排
出
さ
れ
る
と
い
う
事
例
が
発

生
し
て
い
ま
す
。
他
に
も
、
燃

え
な
い
ご
み
の
中
に
注
射
針
が

混
入
す
る
な
ど
、
ご
み
の
排
出

ル
ー
ル
が
守
ら
れ
ず
に
、
危
険

物
を
他
の
ご
み
と
混
ぜ
て
排
出

さ
れ
る
こ
と
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
危
険
物
の
混
入
は
、
収
集
や

選
別
作
業
を
す
る
清
掃
作
業
員

に
と
っ
て
大
変
危
険
で
す
。
危

険
物
を
排
出
す
る
際
は
、
排
出

区
分
を
守
り
、
必
ず
決
め
ら
れ

が
可
能
な
方
な
ら
ど
な
た
で

も
（
小
学
生
以
下
は
保
護
者

同
伴
）

○
定
員
　
1
0
0
人（
申
込
順
）

○ 

申
込
方
法
　
電
話
で
「
ミ
ス

テ
リ
ー
ウ
ォ
ー
ク
探
検
隊「
ざ

ま
り
ん
」
を
探
せ
! !
」
実
行

委
員
会
（
佐
藤
）
☎
0
4
6

（
2
5
3
）4
7
2
2
へ

た
排
出
方
法
に
従
っ
て
く
だ
さ

い
。
主
な
危
険
物
と
排
出
方
法

に
つ
い
て
は
、次
の
通
り
で
す
。

【
相
互
提
案
型
協
働
事
業
】ミ
ス
テ
リ
ー

ウ
ォ
ー
ク
探
検
隊「
ざ
ま
り
ん
」を
探
せ
!!

担
当 

企
画
政
策
課
　
☎
0
4
6（
2
5
2
）8
2
8
7

0
4
6（
2
5
5
）3
5
5
0

危
険
物
を
他
の
ご
み
と
混
ぜ
な
い
で

担
当 

資
源
対
策
課
　
☎
0
4
6（
2
5
2
）7
9
8
5

0
4
6（
2
5
2
）7
6
1
6

設置しているペットボトルキャップ
の回収ボックス

会長の井上俊春さん



市マスコット
キャラクター
  「ざまりん」

0120（867）860（通話料無料）
※つながらない場合は☎03（5524）8500へ、
聴覚障がい者は専用ファクス503（3562）8435へ
（通話・通信料発信者負担）。
担当　医療課　☎046（252）7295　5046（252）7043

座間市24時間健康電話相談2

担当　健康づくり課 　☎046（252）7225　 046（255）3550
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救急診療 担当　医療課　●●●●●　●●●●●●

と　き 内　容
9月 1日（月）
午後 2時～ 4時 妊娠中の生活、歯の話

9月 5日（金）
午後 2時～ 3時30分 骨密度測定、栄養の話

9月12日（金）
午後 2時～ 4時

お産の流れと体の回復、体
操、産後の過ごし方

9月13日（土）
午前 9時30分～
11時45分

赤ちゃんの沐
もく

浴
よ く

、妊婦疑似
体験、これからに向けて

▽ところ＝市民健康センター▽対象＝初産で妊娠
18～32週の方と夫▽受講料＝500円（テキスト代）
▽持ち物＝母子健康手帳、筆記用具▽申込方法＝
8月25日（月）までに電話で担当へ

母親父親教室
▽とき＝ 8月27日（水）午前10時～11時30分（受
け付けは 9時50分まで）▽ところ＝市民健康セン
ター▽内容＝離乳食の作り方・すすめ方、子ども
の発達や予防接種について▽対象＝おおむね 5 ～
6カ月児（これから離乳食を始める赤ちゃん）と
その保護者▽定員＝30人（申込順）▽持ち物＝母
子健康手帳、ティースプーン、抱っこひもなど▽
申込方法＝電話予約

▽とき＝ 8月29日（金）午前 9時30分～10時30分
受け付け▽ところ＝市公民館▽内容
＝身体測定と食事・発育状態・育児
の相談▽持ち物＝母子健康手帳▽参
加方法＝直接会場へ

赤ちゃん教室

育児相談

▽とき＝ 9月 4日（木）午前 9時15分～ 9時45分
受け付け（教室は午前11時30分ぐらいまで）▽と
ころ＝市民健康センター▽内容＝離乳食のすすめ
方、子どもの発達について▽対象＝おおむね生後
7 ～ 8カ月児（離乳食が 2回食の赤ちゃん）とそ
の保護者▽定員＝30人（申込順）▽持ち物＝母子
健康手帳、ティースプーン、抱っこひもなど▽申
込方法＝電話予約

▽とき＝① 8月18日（月）②28日（木）午後 1時
15分～ 2時15分受け付け（時間厳守）▽ところ＝
市民健康センター▽対象＝平成26年 2 月生まれ
（対象者に個人通知）と対象月に受けられなかっ
た 1歳未満児

もぐもぐ教室

BCG接種

と　き ところ

（A）
10月10日（金）・
11日（土）・22日
（水）、11月17日
（月）・27日（木）

市民健康センター

（B）
11月 7 日（金） 東地区文化センター
11月13日（木） 北地区文化センター

○ 集合時間　（A）午前 8時45分～11時（B）
男性＝午前 9時～ 9時45分、女性＝午前 9
時45分～11時（申込状況で変更有り）
○ 内　容　①胃がん＝問診、胃部X線間接撮
影②大腸がん＝便潜血反応検査
○ 対　象　平成26年 4 月 1 日時点で40歳以上
の方
○費　用　①千円②500円
○ 申込方法　 9月 4日（木）～12日（金）に電
話（ファクス不可）または直接担当へ
　 ※申込期間であっても定員に達した場合は、
受け付けを締め切る場合があります。
担当 健康づくり課
 ☎046(252)7225　5046(255)3550

○ と　き　 9月28日（日）午前 9時30分～午
後 0時30分
○ところ　市民健康センター
○定　員　36人（多数抽選）
○費　用　無料
○ 申込方法　 8月31日（日）までに往復はが
きに氏名・住所・生年月日・年齢・性別・
電話番号を記入の上、〒252‒0021座間市緑
ケ丘 1－ 1－ 3（一社）座間市歯科医師会
口腔がん検診係宛てに郵送（必着）
　 ※はがき 1枚につき一人の申し込み。
　 ※抽選結果や検診の詳細は郵送でお知らせ
します。
○ 問い合わせ先　（一社）座間市歯科医師会事
務局　☎046(251)0345

※次回検診は平成27年 2月19日（木）の予定です。
担当 健康づくり課
 ☎046(252)7225　5046(255)3550

○ と　き　 9月 8日（月）午前 9時40分～10時
40分（集合時間は申込受付時にお伝えします）
○ところ　市民健康センター
○ 内　容　骨密度測定（測定後に結果説明と
生活・栄養の話あり）

○ 対　象　20歳以上の方で、ここ一年間で一
度も骨密度を測ったことのない方

○定　員　40人（申込順）
○費　用　300円（資料代）
○ 持ち物　筆記用具、健康手帳（お持ちでな
い方には当日発行）

○申込方法　電話で担当へ
※素足で測定しますので、脱ぎやすい靴下で
ご参加ください。
 ※足が冷えていると測定できない場合があり
ます。
担当 健康づくり課
 ☎046(252)7225　5046(255)3550

　年を重ねることで、口が渇きむせやすかった
り、固い物が食べにくかったりする口の中の不
具合や食欲不振、偏食に悩んでいませんか？
　口の中を爽やかに保ち、おいしく食事をと
るための工夫について歯科衛生士と管理栄養
士が講話します。
○と　き　 9月11日（木）午後 2時～ 4時
○ところ　市民健康センター　多目的ホール
○対　象　おおむね65歳以上の方
○定　員　40人（申込順）
○参加費　無料
○持ち物　小さめの鏡、筆記用具
○ 申込方法　 9月10日（水）までに電話また
はファクスで担当へ
担当 介護保険課
 ☎046(252)7084　5046(252)8238

9 月 4日から
胃がん・大腸がん集団検診の受付開始！

口腔がん検診の受付開始！ 目指せ！骨☆元気お口と栄養の講習会
～体力をつけて、

いつまでも元気でいるために～

※聴覚障がい者専用問い合わせ先 5０４６（２５１）５２６３
※救急診療は、急病で困ったときにご利用ください。
※基本的に救急診療は応急処置を行いますので、後日かかりつけの病院などで必ず診察を受けてください。
※電話をかける場合は電話番号をお確かめの上、お間違えのないようご注意ください。

◆深 夜

受付時間診療場所診療科目
午後１０時～翌日午前８時消防テレホンサービス1０４６（２５１）０１１９でご確認ください。内科・外科
午後１０時～翌日午前７時
（重病の場合は午前８時）

小児救急情報センター1０４６（２５５）９９３３でご確認ください。
小児科

（外科系を除く）

◆夜 間
受付時間診療場所電話番号診療科目

月曜～金曜日    ：午後７時～９時４５分
土曜・日曜日、祝・休日：午後６時～９時４５分

休日急患センター
（市民健康センター１階）

1０４６（２５２）９０９０内 科

午後６時～１０時（診療時間）外 科
月曜～金曜日    ：午後７時～９時４５分
土曜・日曜日、祝・休日：午後６時～９時４５分

休日急患センター
（市民健康センター１階）

1０４６（２５５）９９３３小児科
（外科系を除く）

◆休日（日曜日・祝日）昼間

受付時間診療場所電話番号診療科目
午前９時～１１時４５分、午後２時～４時４５分休日急患センター

（市民健康センター１階）
1０４６（２５２）９０９０内科・外科

午前９時～１１時４５分、午後２時～４時３０分1０４６（２５２）８２１７歯 科
午前９時～１１時３０分、午後１時３０分～４時３０分相模原南メディカルセンター（相模原市相模大野）1０４２（７５６）９０００耳鼻咽喉科
午前９時～正午、午後２時～５時（診療時間）消防テレホンサービス

消防テレホンサービス

1

1

０４６

０４６

（

（

２５１

２５１

）

）

０１１９

０１１９

でご確認ください。

でご確認ください。

婦人科・眼科

午前９時～１１時４５分、午後２時～４時４５分
休日急患センター
（市民健康センター１階）

1０４６（２５５）９９３３小児科
（外科系を除く）

救急診療 担当 医療課 1 5046(252）7043046(252）7295
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ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
・

ド
ク
タ
ー
カ
ー
と
の
連
携

　市
の
救
急
車
に
は
救
急
救
命

士
の
資
格
を
持
っ
た
隊
員
が
乗

車
し
て
お
り
、
心
肺
停
止
の
傷

病
者
に
対
し
て
医
師
の
具
体
的

な
指
示
に
よ
り
気
管
挿
管
や
薬

剤
投
与
な
ど
の
高
度
な
救
命
処

置
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。　ま

た
、
通
報
内
容
や
観
察
し

た
結
果
、
緊
急
性
や
重
症
度
が

高
い
と
判
断
し
た
場
合
に
は
、

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
や
ド
ク
タ
ー
カ
ー

を
要
請
し
、
医
師
の
緊
急
処
置

を
受
け
た
後
に
搬
送
す
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ

や
ド
ク
タ
ー
カ
ー
に
は
医
師
が

乗
車
・
乗
機
し
、
緊
急
処
置
が

必
要
と
さ
れ
る
救
急
患
者
に
対

し
て
早
期
に
処
置
を
実
施
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

救
命
の
連
鎖

　心
肺
停
止
状
態
の
傷
病
者
の

救
命
お
よ
び
機
能
回
復
の
た
め

に
は
、
そ
の
場
に
居
合
わ
せ
た

方
（
バ
イ
ス
タ
ン
ダ
ー
）
に
よ

る
早
期
の
1
1
9
番
通
報
お
よ

び
心
肺
蘇
生
法
、
救
急
隊
に
よ

る
必
要
な
救
急
救
命
処
置
お
よ

び
医
療
機
関
へ
搬
送
、
医
師
に

よ
る
治
療
と
い
っ
た
一
連
の
流

れ
が
円
滑
に
進
む
こ
と
が
必
要

で
す
。
こ
れ
に
「
心
停
止
の
予

防
」
を
加
え
た
も
の
を
「
救
命

の
連
鎖
」
と
言
い
ま
す
。
心
停

止
の
予
防
と
は
、
心
停
止
や
呼

吸
停
止
に
つ
な
が
る
症
状
を
早

期
に
気
付
き
、
診
察
を
受
け
、

重
篤
な
状
況
を
未
然
に
防
ぐ
こ

と
で
す
。
ま
た
、
小
児
に
関
し

て
は
、
交
通
事
故
や
窒
息
、
溺

水
な
ど
の
不
慮
の
事
故
を
予
防

す
る
こ
と
が
「
心
停
止
の
予

防
」
に
含
ま
れ
ま
す
。

救命の連鎖救
急
車
の
適
正
利
用
に

ご
協
力
を
〜
救
急
出
場

件
数
が
増
加
中
!!
〜

　平
成
25
年
中
に
市
内
で
救
急

車
が
出
場
し
た
件
数
は
、5
，

3
5
5
件
（
搬
送
人
員
4
，9

4
7
人
）
と
前
年
の
出
場
件
数

を
3
1
8
件
（
約
6
・
3
パ
ー

セ
ン
ト
）
上
回
り
、
過
去
最
高

の
年
と
な
り
ま
し
た
。
平
成
26

年
上
半
期
に
お
い
て
も
前
年
を

若
干
上
回
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

　救
急
出
場
件
数
の
増
加
は
、

市
内
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な

く
、
国
（
総
務
省
）
の
調
査
に

お
い
て
も
平
成
25
年
中
の
救
急

出
場
件
数
が
全
国
で
5
9
1
万

5
，
9
5
6
件
と
過
去
最
高
と

な
り
、
社
会
問
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　こ
の
背
景
に
は
、
高
齢
化
社

会
に
よ
り
急
病
の
要
請
が
増
加

し
て
い
る
と
共
に
、
緊
急
性
が

低
い
と
思
わ
れ
る
要
請
な
ど
が

増
加
し
実
際
に
市
内
で
も
次
の

よ
う
な
要
請
が
後
を
絶
ち
ま
せ

ん
。緊

急
性
が
低
い
と
思
わ

れ
る
出
場
要
請
の
例

・
指
先
を
包
丁
で
切
っ
て
し

ま
っ
た
。

・
自
分
で
病
院
へ
連
絡
し
た

が
病
院
へ
行
く
交
通
手
段

が
な
い
。

　救
急
出
場
の
多
発
に
よ
り
救

急
車
が
足
り
ず
に
市
外
な
ど
か

ら
出
場
す
る
場
合
、
生
死
に
関

わ
る
傷
病
者
の
要
請
に
対
し
て

救
急
車
の
到
着
が
遅
延
し
て
し

ま
い
、
尊
い
命
が
奪
わ
れ
て
し

ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
救
急

車
の
適
正
利
用
に
ご
協
力
お
願

い
し
ま
す
。

　
救
急
要
請
を
受
け
た
市
の
救
急
隊
は
、「
座
間
市
救
急
業
務
に
関
す
る
規
程
」
に
基
づ

い
て
医
療
機
関
の
選
定
に
必
要
な
観
察
と
処
置
を
行
い
、
傷
病
者
を
医
療
機
関
へ
搬
送

し
て
い
ま
す
。

　
救
命
に
は
、市
民
の
皆
さ
ん
と
救
急
隊
の
連
携
が
非
常
に
重
要
と
な
り
ま
す
の
で
、市

の
救
急
業
務
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

担
当 

消
防
管
理
課

　
☎
0
4
6（
2
5
6
）2
2
1
1

 

0
4
6（
2
5
6
）2
2
1
5

①反応なし

③呼吸をみる

⑦AED装着
　•電源を入れる
　•電極パッドを装着する

⑨電気ショック 1回
⑩胸骨圧迫から心肺蘇生を再開

⑧心電図の解析
　•電気ショックが必要か

④胸骨圧迫
　•強く（成人は 5センチメートル以上、小児は胸の厚さの約 3分の 1が沈むよ
うに）

　•早く（ 1分間に100回以上）
　•絶え間なく（中断を最小限に）
　•圧迫解除は胸がしっかり戻るまで
⑤人工呼吸
　※人工呼吸ができない・ためらわれる場合は、④のみを続ける
⑥心肺蘇生法（④30回+⑤ 2回）を繰り返す

•気道確保
•応援と救急隊を待つ
•回復体位の考慮

救命処置の流れ～心肺蘇生法とAEDの使用について～
②大声で叫び、助けを呼ぶ
　※119番通報と自動体外式
　除細動器（AED）の依頼

普段通りの呼吸あり

呼吸なし

必要あり

⑩胸骨圧迫から心肺蘇生を再開

必要なし

   救急隊に引き継ぐまでの間、傷病者が目を開けたり､
普段通りの呼吸が出現したりするまで心肺蘇生を続けてください｡

⑪繰り返し ⑪繰り返し

○ と　き　 9月 7日（日）午後 1時30分～ 4時30分（午後 1時15
分受付開始）

○ところ　消防本部会議室（緑ケ丘 6－ 1－15）
○ 内　容　応急手当の重要性、人工呼吸、心臓マッサージ、自動
体外式除細動器（ＡＥＤ）の使用、大出血時の止血法習得

○持ち物　筆記用具
○対　象　中学生以上の市内在住・在勤・在学者
○定　員　20人（申込順）
○申込方法　電話で担当へ
※子どもを連れての受講はできません。
担当 消防管理課　☎046(256)2211　5046(256)2215

座
間
市
の
救
急
業
務

【
特
集
】

い
ざ
と
い
う
と
き
に
備
え
て
！

市内における救急車の出場件数
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平成22年

平成23年

平成24年

平成25年 5,355件

5,037件

4,959件

4,647件

いざというときのために知識をつけよう！

普通救命講習

ZAMA
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、
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体
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維
持

　市
で
は
、
休
日
・
夜
間
の
救

急
診
療
に
お
い
て
内
科
・
外
科

は
綾
瀬
市
、小
児
科
は
綾
瀬
・
海

老
名
・
大
和
市
と
の
共
同
事
業

で
、
市
域
内
の
病
院
が
順
番
で

患
者
の
対
応
を
し
て
い
ま
す
。

　近
年
、
救
急
対
応
が
で
き
る

病
院
が
減
少
し
、
市
内
の
病
院

だ
け
で
は
対
応
が
困
難
な
た
め
、

近
隣
市
の
病
院
の
協
力
の
下
、

救
急
医
療
体
制
を
維
持
し
て
お

り
、
座
間
市
内
で
救
急
要
請
し

た
に
も
関
わ
ら
ず
、
他
市
の
病

院
へ
搬
送
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
全

国
的
な
医
師
不
足
の
問
題
、
訴

訟
リ
ス
ク
や
夜
間
診
療
の
激
務

な
ど
、
救
急
医
療
の
現
場
で
も

医
師
や
看
護
師
な
ど
の
確
保
が

大
変
難
し
い
現
状
に
ご
理
解
を

い
た
だ
き
、
適
正
な
受
診
に
よ

る
救
急
医
療
体
制
の
維
持
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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　市
内
在
住
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方
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に
症

状
と
そ
の
治
療
法
、
健
康
づ
く

り
、
健
康
管
理
、
出
産
・
育
児
、

医
療
機
関
情
報
、
家
庭
内
で
の

応
急
手
当
、
看
護
、
介
護
、
薬

な
ど
に
関
す
る
相
談
に
対
し
、

保
健
師
、
看
護
師
、
栄
養
士
な

ど
の
有
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格
者
が
24
時
間
体
制

で
対
応
し
て
い
ま
す
の
で
ぜ
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ご
利
用
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い
（
プ
ラ
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バ

シ
ー
は
厳
守
さ
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ま
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し
く
は
市
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ー
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を
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い
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だ
く
か
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担
当
に

お
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合
わ
せ
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だ
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い
。
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が
わ
小
児
救
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に
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看
護
師
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相
談
内
容

　子
ど
も
の
体
調
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急
変
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ど
に
関
す
る
一
般

的
な
助
言

子
ど
も
の
救
急
ガ
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ド

ブ
ッ
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　子
ど
も
の
体
調
で
判
断
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迷
っ

た
と
き
の
家
庭
で
の
対
処
法
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ど
に
つ
い
て
、
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市
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師
会
と

協
力
し
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て
お
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す
。
市
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所
1

階
医
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課
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。

※
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よ
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小
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。
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　市消防団は、地域における消防防災のリーダーとして、いつ起こるかわからない
災害に対し訓練を積み重ねています。
　 7月30日に行われた第49回神奈川県消防操法大会ポンプ車操法の部に市の代表と
して出場した第 3分団は、日頃の成果を遺憾なく発揮
し、最優秀賞を受賞しました。この競技は、ホースを
延長し放水するまでの時間と士気、規律、迅速な行動
などの正確性を競うもので、同分団は11月 8日（土）
に行われる第24回全国消防操法大会に出場します。 担当 消防総務課　☎046(256)2211　5046(256)2215 

　消防団は、消防組織法第 9条の規定に基づく組織で、そ
の身分は非常勤特別職の地方公務員となり、報酬と出勤し
た場合の活動手当が支給されます。地域のために力を発揮
したいと思っている方は担当へお問い合わせください。
○ 入団資格　市内在住で18歳以上45歳未満の心身とも健康
な方
○ 活動内容　地域の災害活動・イベントの警備、自治会な
どの訓練指導

　災害時の生命維持に重要なのは飲料水です。人が生きるために必要な
飲料水は一人 1日 3リットルと言われており、国で呼びかけている 1週
間分の飲料水の備蓄を皆さんの家庭でもお願いします。

　市では、災害情報などをより早く皆さんにお伝えするために「座間市
緊急情報いさまメール」の配信を行っています。この「座間市緊急情報
いさまメール」は、市内で発生した地震情報、建物火災、行方不明者、
不審者、光化学スモッグ、イベント中止、その他の緊急情報を各担当か
ら電子メールで配信するもので、携帯電話やパソコンなどのメールアド
レスをお持ちの方であれば簡単に登録ができます。
　いざというときの情報確認のため、ぜひご利用ください。

　パソコンなどでURL（http://www.anshin-bousai.
net/zama/）を入力または右図の二次元バーコードか
ら登録ができます。登録に必要なものは、電子メールの
アドレスだけで、登録者の氏名や住所は必要ありません。
　迷惑メール防止の設定などをしていると受信できない場合があり
ます。機器の操作が苦手な方は、インターネットに接続できる携帯
電話などを市役所 3階安全防災課へ持参してください。
　※登録されたメールアドレスは、厳重に管理し、緊急情報以外で
電子メールを送信することはありません。
○登録費用　無料
　※電子メールの受信に掛かる通信料およびインターネットの接続
に伴う費用は、各自でのご負担になります。

登録方法

担当 安全防災課　☎046(252)7395　5046(252)7773

　市では、9月 1日（月）の「防災の日」前後 1カ月を「ざまみず
防災の日キャンペーン」期間として、ざまみず 2箱（48本）ご購
入の方へもれなく「ざまみず風呂敷」を 1枚プレゼントします。
　「ざまみず」 1本の容量は375ミリ
リットルで、2箱（48本）では18リット
ルになり、6日分の飲料水の量に相当し
ます。ぜひこの機会に「ざまみず」を
ご購入ください。
○キャンペーン期間　 8月 1日（金）～ 9月30日（火）
○販売価格　オープン価格
○ 販売場所　水道料金お客様センター、市役所地下 1階売店他
※その他の販売店は、市ホームページまたは担当にご確認くださ
い。
※ざまみず風呂敷の在庫が無くなり次第プレゼントは終了します。
担当 水道経営課　☎046(252)7480　5046(257)4155

地域を守る消防団
～市消防団が県消防操法大会で最優秀賞を獲得！～

消防団員募集中!

災害時に備え飲料水の備蓄を！ いざという時の情報確認！
「座間市緊急情報いさまメール」にご登録を

ざまみず防災の日キャンペーン

座
間
市
の
救
急
医
療
体
制

子どもの
救急ガイドブック

ざまみずとざまみず風呂敷

県大会で放水する市消防団
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人（申込順）　参加費＝無料（ 3回
分の材料費1,800円）　持ち物＝持っ
ている方は花を切るハサミ、花を持
ち帰るビニール袋、タオル　申込方
法＝ 9月17日（水） までに電話、
ファクスまたは直接同センターへ

東地区文化センター
1046(253)0781　5046(253)0789

◆ひがしフリースペース・相談会
　不登校、学校を休みがちな児童、
生徒の居場所として、フリースペー
スを運営しています。保護者の方に
対する相談も行っていますのでご利
用ください。
とき＝毎週水曜日午後 5時～ 7時の
間　内容＝自由に話したり、遊んだ
り、勉強したりします　対象＝現在
学校に行かない、行けない児童、生
徒　参加費＝無料　問い合わせ方法
＝電話または電子メール（koumin_
e@city.zama.kanagawa.jp）で同
センターへ※メールの場合は件名に
「みんなで話そう」と付けて送信し
てください。※ 9月 3日（水）は特
別相談会として入試に関する情報交
換会を行います。
◆ひがし映画会
とき＝ 9月 6日（土）午前10時30分
～11時45分　内容＝「おこんじょう
るり」「すずめと少女」「さいごのお
きゃくさま」　対象＝幼児から大人
まで（幼児は保護者と同伴）　入場
＝自由
◆ひがしのだんだんリビング
とき＝ 9月 2日（火）午前 9時45分
～正午　内容＝乳幼児を持つ保護者
の交流、仲間作りの場　参加方法＝
直接時間内に、親子で同センターへ

図書館
1046(255)1211　5046(252)5704

◆こどもシアター
とき＝ 8月31日（日）午前10時30分
～正午　ところ＝講座室　内容＝
「ニホンザル母の愛」「忍たま乱太郎　
風林火山の段」　入場＝自由　
◆ZAMAひまわりおはなし会2014
とき＝ 9月 6日（土）・ 7日（日）
いずれも午前 9時30分～午後 2時　
ところ＝子どもおはなし室　内容＝
お話サークルによるリレーお話会
（詳しい内容については、図書館で
プログラムを配布）　入場＝自由　
◆ 「第 5回座間市　図書館を使った
調べる学習コンクール」作品募集

応募期間＝ 9月 2日（火）～10月15
日（水）　応募資格＝市内在住・在
学の小・中・高校の児童・生徒・一
般の方および図書館利用者※個人で
もグループでも可（クラス単位、家
族、友人など）。　応募方法＝ 1作
品につき「応募カード」を 1枚作品
に添えて、図書館に郵送または持参　
〒252‒0024入谷 3－5873　表彰式＝
11月22日（土）　賞＝市長賞 1点、
教育長賞 1点、図書館長賞 8点、そ
の他優秀賞、優良賞、佳作、努力賞
数点※副賞として、市長賞・教育長
賞は図書カードを、図書館長賞は座
間図書館ボランティア友の会から図

書各 1冊を贈呈します。詳しくは、
図書館、市公民館、北・東地区文化
センターなどの公共施設にある募集
要項をご覧ください。

青少年センター
〒252-0023立野台 1 - 1 - 4

1046(253)8411　5046(259)2163

◆ 第18回ひまわりらんど～子どもも
大人もあそんじゃお！！～

とき＝ 8月24日（日）午前 9時30分
～午後 2時　内容＝利用者友の会主
催による子どものための夏のお祭
り。家ではできないオモシロびっく
り体験や模擬店など　入場＝自由
◆ ジュニア・サイエンスクラブ②星
空観察会～望遠鏡で夏の星と月を
見よう！～

とき＝ 9月 6日（土）午後 6時30分
～ 8時30分　ところ＝青少年セン
ター屋上・中庭　内容＝センターの
望遠鏡や肉眼で夜空を観察　講師＝
座間天文同好会会長　渡邊将玄さん　
対象＝市内在住・在勤・在学の青少
年※小・中学生は原則保護者同伴。　
入場＝開催時間内は自由。天候不良
時は中止（天候判断は開始 1時間前）

◆ 児童ホーム代替職員（日々雇用職
員）

募集人数＝若干名　応募資格＝子ど
もが好きで健康な方　業務内容＝小
学生の保育業務および児童館施設の
管理運営業務　勤務期間＝10月 1 日
～平成27年 3 月31日　勤務日時＝勤
務地により異なります▽児童ホーム
勤務時　月曜～土曜日（祝・休日、
年末年始を除く）の児童ホーム指導
員不在日の午後 1時～ 6時30分※土
曜日、学校の長期休暇期間中は午前
9時～午後 6時30分。▽児童館勤務
時　月曜～日曜日（水曜、祝・休
日、年末年始を除く）児童館指導員
不在日の午前 8時30分～午後 5時　
賃金＝市規定による　勤務場所＝児
童ホームおよび児童館　選考方法＝
面接、健康診断　応募方法＝市販の
履歴書（写真貼付）に必要事項を記
入し、9月 1日（月）までに、本人
が担当に持参
担当 子育て支援課
 ☎046(252)7969　5046(252)7043
◆ （仮称）座間市コミュニティバス
等交通体系のあり方検討会委員
（ボランティア）

募集人数＝ 6人程度　応募資格＝20
歳以上の市内在住・在勤者で原則と
して、平日昼間の会議に出席でき、
平成26年10月 1 日時点で他の審議会
などの「公募による委員」に委嘱さ
れていない方　活動内容＝市民参加
によるコミュニティバスなど交通体
系のあり方について意見交換を行う　
任期＝運行見直し（案）作成までの
期間　選考方法＝書類審査　応募方
法＝事前に連絡の上、応募要領・申
込書などの書類を取り寄せ、必要事
項を記入した書類を 9月 5日（金）

までに郵送（〒252‒8566座間市役所
都市計画課宛て）、ファクスまたは
直接担当へ
担当 都市計画課
 ☎046(252)7376　5046(255)3550

◆市内各小学校へ
▽サッカーボール11個＝日本郵便株
式会社　相模原相武台郵便局
◆ スカイアリーナ座間（市民体育
館）へ
▽公式卓球台 5台＝座間市卓球協会

○ 25周年記念イベント第22回サマー
コンサート
とき＝ 8月30日（土）午後 6時開演
（開場は午後 5時30分）　ところ＝
立野台コミュニティセンター　内容
＝世界で活躍するジョン・チャヌ氏
によるヴァイオリン演奏　入場＝自
由　問い合わせ先＝☎046(255)0815
（同センタ―）へ※駐車場はありま
せん。
○天体観測＆夏休み上映会
とき＝ 8月30日（土）午後 6時～ 8
時30分　ところ＝栗原コミュニティ
センター　内容＝午後 6時～ 7時40
分は「となりのトトロ」の上映、午
後 7時30分～ 8時30分は天体観測　
入場＝自由　問い合わせ先＝☎046
(257)7210（同センタ―）へ
○ 相武台コミュニティセンター職員
募集
募集人数＝ 1人　応募資格＝簡単な
パソコンのできる健康な方　業務内
容＝受付事務、施設および備品管理　
勤務日時＝週 3日程度（月曜日は休
館日、勤務日の指定不可）午前 9時
～午後 5時（勤務開始予定は10月 1
日（水）、有給休暇制度有り）　時給
＝880円　選考方法＝書類選考の
上、面接　応募方法＝市販の履歴書
（写真貼付）に必要事項を記入し、
9月 2日（火）午後 5時までに持参　
問い合わせ先＝☎046(258)3001（同
センタ―）へ
○ 座間市シルバー人材センター出張
説明会
とき＝ 9月 5日（金）午前 9時30分
～正午　ところ＝市民健康センター
健康相談室　内容＝入会希望者への
説明会　対象＝市内在住の60歳以上
で心身ともに健康で働く意欲のある
方　定員＝20人（申込順）　参加費
＝無料　申込方法＝電話で☎046
(254)5361（公益社団法人座間市シ
ルバー人材センター）へ
○座間市民ベビー水泳教室
とき＝ 9月 6日（土）午前 8時50分
～ 9時30分　ところ＝協栄スイミン
グクラブ座間　内容＝初めての方に
合わせた水中でのスキンシップ（抱

善意のともしび

みんなの広場

き方、歩き方、水中での接し方）　
対象＝市内在住で生後 6カ月～ 3歳
未満の子どもと保護者　参加費＝
100円（保険料、施設使用料）　申込
方法＝ 8月29日（金）必着で往復は
がきに住所、子どもの氏名、年齢
（例＝ 2歳 3カ月のように記載）、
電話番号を記載し、〒252‒0027座間
2－239協栄スイミングクラブ座間
内「座間市水泳協会」宛て郵送　問
い合わせ先＝☎046(266)0345（小野
塚）へ

○さわやか体操クラブ
とき＝毎月第 1・第 3・第 4火曜日
午後 2時～ 4時　ところ＝立野台コ
ミュニティセンター　内容＝健康体
操、フォークダンス、歌　対象＝ど
なたでも　会費＝月額千円（ 2カ月
分前納）、入会金500円　連絡先＝☎
046(257)0787（阿部）
○太極
とき＝毎週木曜日午前10時～正午　
ところ＝北地区文化センターまたは
相模が丘コミュニティセンター　内
容＝楊名時八段錦・太極拳で心身の
健康を図る　対象＝どなたでも　会
費＝月額千円　連絡先＝☎046(255)
3369（佐々木）
○ワンハート　ベル部門
とき＝毎月第 1・ 3土曜日午後 1時
～ 4時　ところ＝サニープレイス座
間（総合福祉センター）　内容＝ベ
ルの練習　対象＝どなたでも　会費
＝月額500円　連絡先＝☎046(254)
2633（村上）
○ほっぴんぐ・きっず
とき＝毎週水曜日午後 3時30分～ 4
時30分　ところ＝青少年センター　
内容＝未就学児と親のリズム体操　
対象＝ 1歳 4カ月～未就学児と親　
会費＝月額 2千円、入会金＝千円　
連絡先＝☎090(3690)8185（久

く

下
げ

）
○ からだあそび＆親子体操「わくわ
くキッズ」
とき＝毎月 2回金曜日①ホップクラ
ス午前 9時30分～10時30分②ステッ
プクラス午前10時45分～11時45分　
ところ＝青少年センター　内容＝身
近な道具を使った遊びや運動、リズ
ム体操などを通じて親子のスキン
シップを高める　対象＝ 1歳～未就
学児の親子　会費＝月額 1 ,600円、
入会金千円　連絡先＝☎090(4222)
3678（篠嶋）
○リラックス・ヨガ「アラハム」
とき＝月曜～日曜日の①午前10時～
11時45分②午後 1時～ 2時45分③午
後 7時～ 8時45分　ところ＝市民健
康センターまたはサニープレイス座
間　内容＝心地よく心と体の緊張を
ほぐし本来持っている生命力を引き
出す　対象＝どなたでも　会費＝入
会金千円、参加回数に応じて月 1回
は1,500円～　連絡先＝☎090(4222)
3678（篠嶋）
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お問い合わせやお申し込みは原則として祝・休日や年末年始を除く月曜～金曜日の午前8時30分～午後5時15分にお願いします。
なお、ファクスでお申し込みの場合は、「件名」、「連絡先」など必要事項を明記して下さるようお願いします。

配偶者などからの暴力に悩んで
いる方へＤＶ相談のご利用を

　配偶者や恋人など、親しい異性か
らの暴力（ＤＶ＝ドメスティック・
バイオレンス） に悩んでいません
か？これらの暴力には、身体的暴力
をはじめ精神的暴力や経済的暴力な
ど、さまざまなものが挙げられま
す。一人で考え込まずにＤＶ相談を
ご利用ください。
とき＝月曜・火曜・水曜・金曜日
（祝・休日は除く）午前 9時～正
午、午後 1時～ 5時15分　ところ＝
市役所 1階広報広聴人権課※費用は
無料です。秘密は守られます。　
担当 広報広聴人権課
 ☎046(252)8483　5046(252)0220

ご利用ください　声の広報

　「広報ざま」は、毎号全てのペー
ジを録音奉仕グループ「泉の会」の
皆さんが読み上げ、ＣＤなどに録音
し、申し出のあった市内の視覚障が
い者の皆さんに「声の広報」として
無償で配布しています。また、市
ホームページからダウンロードする
こともできます。より多くの皆さん
に、市政情報など市からのお知らせ
をお伝えしたいと考えていますの
で、ぜひ「声の広報」をご利用くだ
さい。
　配布希望の方は、市社会福祉協議
会ボランティアセンター☎046(266)
2002へ
担当 広報広聴人権課
 ☎046(252)8321　5046(252)0220

障がい者の就労について
気軽に相談を！

　市では、就労支援相談員が、就労
に関する相談に応じています。直接
就職先を紹介することはありません
が相談者一人一人に応じた助言とハ
ローワークをはじめ相談者の事情に
応じて適切と思われる就労支援相談
関係施設を紹介しています。相談内
容の秘密は厳守しますので、お気軽
にご相談ください。
とき＝毎週月曜・火曜・木曜日の午
前10時～正午、午後 1時～ 3時　対
象＝障害者手帳（身体、療育、精神）
をお持ちの方で、一般就労を希望す
る方　内容＝ハローワークの利用方
法の案内（場合によっては同行して
求人検索などのサポートも可能）、
面接指導など　相談方法＝事前に電

話で担当に予約
担当 障がい福祉課
 ☎046(252)7132　5046(252)7043

身体・知的障がい者
相談支援事業所を新設

　市では、身体・知的障がい者相談
支援事業所のアガペサポートセン
ター（小松原二丁目10番14号）に加
え、新たに身体・知的障がい者相談
支援事業所を委託しました。身体・
知的障がい者やそのご家族からの福
祉に関するさまざまな問題につい
て、相談に応じ、必要な情報の提
供、障害福祉サービスの利用支援な
どを行う他、権利擁護のために必要
な援助も行います。相談支援専門員
が対応しますので、お気軽にご相談
ください。
名称＝緑の家相談支援センター（東
原 二 丁 目 8番 1号　 ☎046(204)
6331）　相談日＝月曜～金曜日午前
9時～午後 5時（受け付けは午後 4
時30分まで）
担当 障がい福祉課
 ☎046(252)7132　5046(252)7043

座間市景観計画の変更

　市では、「座間市景観計画」を変
更しました。主な変更内容は、景観
重要公共施設の指定（座間市道 5号
線、かにが沢公園の整備に関する事
項、占用許可基準の制定）、鈴鹿長
宿特定景観計画地区の景観形成基準
の一部変更です。「座間市景観計画」
は市ホームページで公開しているほ
か市役所 4階都市計画課で縦覧でき
ます。　　
担当 都市計画課
 ☎046(252)8289　5046(255)3550

交通事故件数

件数 死者 負傷者
26年 262 1 309
25年 297 0 348
増減 -35 ＋1 -39

平成26年 1 月 1 日～ 7月31日
（物件事故を含まず）

消防件数

消防車（件） 救急車（件）
7月 1月～7月（累計） 7 月 1月～ 7月（累計）

26年 41 400 469 3,148
25年 50 474 481 3,085
増減 -9 -74 -12 ＋63

※火災・災害情報の問い合わせは、
テレホンサービス☎046(251)1399へ。

市チャリティーゴルフ大会

とき＝10月22日（水）午前 7時～ 7
時30分受け付け、午前 8時スタート　
ところ＝長竹カントリークラブ　競
技方法＝18ホールストロークプレー
（新ぺリア方式）　定員＝100人（申
込順）　参加費＝3,500円（パー
ティー、賞品代など）　プレー費＝
15,500円（キャディーフィー、昼食
代などで70歳以上は14,500円、40歳
未満は13,500円）　申込方法＝10月
6 日（月）までに所定の申込書（市
ホームページからダウンロード可）
に必要事項を記入の上、 参加費
（3,500円）を添えて担当へ※収益
金は全国大会などに出場する選手に
激励金として、また、市の友好交流
都市である福島県須賀川市に東日本
大震災義援金として贈ります。
担当 市体育協会事務局
 （スポーツ課内）
 ☎046(252)8177　5046(255)3550

危険物取扱者試験受験準備講習会
（座間市・大和市合同開催）

とき＝10月19日（日）午前 9時30分
～午後 5時　ところ＝大和市消防本
部（ 3階講堂）　対象＝乙種 4類、
丙種受験者　定員＝50人（申込順）　
受講料＝ 9 ,200円（テキスト代含
む、申込時に納付）　申込方法＝担
当および東・北分署に備え付けの申
請書に必要事項を記入し、8月18日
（月）以降、平日の午前 8時30分～
午後 5時15分の間に直接担当へ持参
※平成26年度第 3回危険物取扱者試
験は11月 2 日（日）です。
担当 消防本部予防課
 ☎046(256)2187　5046(256)3225

青少年芸術祭舞踊部門
「ダンシング イン ＺＡＭＡ 2015」

の参加団体を募集

　市青少年芸術祭実行委員会では、
舞踊部門の参加団体を募集します。
とき＝平成27年 3 月 8 日（日）午後
1時～ 5時　ところ＝ハーモニー
ホール座間（市民文化会館）大ホー
ル　対象＝市内を中心に活動する青
少年の舞踊（ダンス）団体　募集団
体数＝ 3団体程度（多数抽選）　申
込方法＝ 9月 5日（金）までに申込
書、団体名簿、会則などを担当へ提
出※募集要項（担当または市ホーム
ページで入手可）で詳細を確認の
上、申し込みをしてください。
担当 青少年課
 ☎046(253)8415　5046(259)2163

北地区文化センター
1042(747)3361　5042(747)8542

◆ すくすく講座「子どもへのまなざ
し」

とき＝ 9月10日（水）午前10時～正
午　内容＝相談員に子どもへの対応
の仕方、接し方を学ぶ　講師＝座間
市子育て支援課相談員　対象＝乳幼
児を持つ親　定員＝20人（申込順）　
参加費＝無料　保育＝有り（子ども
一人につき保育料は300円）　申込方
法＝ 8月18日（月）から 9月 3日（水）
までに所定の申込用紙（公民館、
北・東地区文化センター、第 2子育
て支援センター（相模が丘五丁目29
番59号）で配布）に記入の上、第 2
子育て支援センターに持参
◆ 相模が丘地域健康講座「緑内障に
ついて」

とき＝ 9月12日（金）午後 1時30分
～ 3時　ところ＝相模が丘コミュニ
ティセンター 1階　内容＝眼科医に
よる緑内障についての話とドラッグ
ストアによる健康相談（血管年齢
チェック）　講師＝興生会相模台病
院眼科医師　松尾祐樹さん　対象＝
市内在住・在勤者　定員＝50人（申
込順）　参加費＝無料　持ち物＝筆
記用具　申込方法＝ 9月10日（水）
までに電話、ファクスまたは直接、
北地区文化センターか相模が丘コ
ミュニティセンターへ※相模が丘コ
ミュニティセンターとの共催事業で
す。
◆北文おもちゃ病院
とき＝ 9月13日（土）午前10時～正
午（受け付けは午前11時30分まで）　
内容＝家にある壊れたおもちゃの修
理※修理できない物もあります。　
対象＝小学生以下（保護者同伴）　
定員＝20人（先着順）　費用＝無料
※部品代など一部実費負担　申込方
法＝当日直接同センターへ
◆相模川上下流域自治体間交流事業
（清川村～座間市）
とき＝① 9月19日（金）午前10時～
正午②26日（金）午前 8時～午後 5
時③10月 3 日（金）午前10時～正午
（全 3回）　内容＝①相模川付近の
座間の歴史を学ぶ②宮ケ瀬ダム・水
とエネルギー館・清流の館見学、ク
ラフト製作③ざまの水～水源から蛇
口まで　対象＝20歳以上　定員＝26
人（多数抽選）　参加費＝ 2千円　
持ち物＝飲み物、タオル　申込方法
＝ 9月11日（木）までに電話、ファ
クスまたは直接同センターへ
◆「花を暮らしに取り入れる」教室
とき＝ 9月24日、10月 8 日・22日い
ずれも水曜日午前10時～11時30分
（全 3回）　内容＝日々の暮らしの
中で、花を気軽に飾る方法を学び季
節を感じる　講師＝座間華道協会の
皆さん　対象＝20歳以上　定員＝20

8
日 月 火 水 木 金 土

1 2
3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30
31

9
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6
7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30



座間市役所　〒252-8566　神奈川県座間市緑ケ丘一丁目1番１号
☎046（255）1111（代）　5046（255）3550　URL http://www.city.zama.kanagawa.jp/　　http://www.city.zama.kanagawa.jp/m/
◆開庁時間　月曜日～金曜日（祝・休日と年末年始を除く）午前8時30分～午後5時15分
　※第2・第4土曜日の午前中も一部業務を行っています。
　問い合わせは､ 特に記載がなければ、開庁時間内にお願いします。 検索検索座間市ホームページ
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広報広報

　市役所 1階市民サロンに設置した「折り鶴コーナー」（ 6月12日～30日）
で作っていただいたり、市民の皆さんなどから直接市に寄せられたりした
折り鶴は、総計約 3万 2千羽となりました。
　これらの折り鶴は、市民の皆さんと地域活動支援センターウインディー
ザマに千羽鶴として仕立てていただき、これらを合わせて 7月28日に広
島、長崎の両市に送付しました。
担当 広報広聴人権課　☎046(252)8087　5046(252)0220

「折り鶴」のご協力のお礼
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で
エ
ン
ジ
ン
を
始
動
さ
せ
た
こ

と
、
点
火
プ
ラ
グ
を
抜
き
取
っ
て

磨
い
た
こ
と
、
ラ
ジ
エ
ー
タ
ー
か

ら
蒸
気
が
噴
き
出
し
た
こ
と
な
ど

想
い
出
し
な
が
ら
観
覧
し
ま
し

た
。

　
レ
ー
シ
ン
グ
カ
ー
で
は
、
運
転

席
の
メ
カ
を
覗
き
込
み
な
が
ら
、

ル
・
マ
ン
の
レ
ー
ス
な
ど
で
爆
音

を
ま
き
散
ら
し
て
快
走
す
る
場
面

を
イ
メ
ー
ジ
で
き
ま
し
た
。
そ
の

他
に
も
最
新
E
V
車
や
災
害
時
の

電
源
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
車
も
観
覧
し

ま
し
た
。
ク
ル
マ
社
会
の
華
や
か

な
変
遷
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
車
好
き
の
方
に
は
必
見

の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
す
。

「NISSAN
コレクション」

今
年
度
の
「
市
民
リ
ポ
ー
タ
ー
」
に
市
内
相
武
台
在
住
の
小

林
信
雄
さ
ん
（
写
真
）
が
な
り
ま
し
た
。
小
林
さ
ん
に
は
座

間
を
取
材
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
リ
ポ
ー
ト
を
本
紙
に
掲
載

し
て
い
き
ま
す
。
小
林
さ
ん
に
取
材
を
受
け
た
と
き
に
は
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　市では、芸術・文化の祭典「平成26年度座間市
民芸術祭」展示部門の作品を募集します。
○ ところ　ハーモニーホール座間（市民文化会館）
（菊花部門は市役所 1階アトリウム）
○ 応募資格　市内在住・在勤・在学で高校生以上
の方、市内で文化活動をしている方
○応募作品　未発表のもの
○ 審査　文芸、菊花、写真の各部門で実施（菊花、写真は表彰式があります）
○ 申込用紙などの郵送先　〒252‒8566　座間市役所生涯学習課
○応募部門
部門 募集内容 応募方法 展示期間

い
け
ば
な

一人 1点

作品内容や花器サイズなどを記入し
た任意の用紙を、9月 1日（月）～16
日（火）に郵送または直接担当へ。内
容の詳細は座間華道協会☎046（251）
0245［山本］へ

10月 4 日（土）・ 5
日（日） 午前10時
～午後 5時（ 5日
は午後 4時まで）　

山
野
草

一人 1点
鉢は山野草用のものを使用（素
焼き鉢を除く）

9月 1日（月）～30日（火）に電話で
谷戸山山野草会 ☎046（ 253）6222［鈴
木］へ

10月11日（土）～13
日（月） 午前10時
～午後 5時（ 13日
は午後 4時まで）

さ
つ
き
盆
栽

一人 1点（素焼き鉢を除く）
※品種名を記入すること。

9月 1日（月）～30日（火）に電話で
座間さつき会☎046（255）0062［瀬戸］
へ

10月17日（金）～19
日（日） 午前10時
～午後 5時（ 19日
は午後 4時まで）

文
芸

○俳句（雑詠）＝一人 5句まで
○短歌（雑詠）＝一人 5首まで
○川柳（自由題）＝一人 5句まで

8月15日（金）～ 9月16日（火）に作
品 5点を郵送または直接担当へ
※400字詰め原稿用紙に作品と住所、
氏名、電話番号、雅号などを楷書で記
入し、提出して下さい。難解な漢字に
は、ふりがなをつけてください。

10月24日（金）～26
日（日）午前 9時30
分～午後 5時（ 26
日は午後 4時まで）

菊
花

○三本立盆養菊（高さ1.1m～
1.6m）＝一人 5点まで
○切花（高さ50㎝）＝切って花首
下の高さのものを菊花瓶または
ビール瓶に差し込んだものを一
人 5点まで
○福助作り（高さ40㎝まで）＝鉢
の下より花首下の高さのものを
一人 3点まで

9月30日（火）までに電話で座間菊友
会☎046（254）2267［大木］へ
※初回の方は搬入日時・場所へ直接
作品持ち込みでも参加可。

10月31日（金）～11
月 5 日（水） 午前
8時30分～午後 5
時15分（ 5日は午
後 1時まで）

書
道

額･枠･軸（本表装に限る）で一人
1点
紙の大きさは色紙～73㎝×152㎝
（縦横自由）。刻字は仕上りが半
切大まででそのまま壁面展示が
できるもの

必要事項を記入した書道専用の応募
票を、9月 1日（月）～30日（火）に郵
送または直接担当へ

11月 7 日（金）～ 9
日（日） 午前 9時
30分 ～ 午 後 5時
（ 9日は午後 4時
まで）

写
真

一人 2点まで（組み写真は 3枚
までを一組として 1点）、大きさ
は四つ切り以上～全紙大、プリン
トはカラー・モノクロ不問 

10月 4 日（土）･ 5 日（日）の午前10時
～午後 3時に作品と出品応募票をハ
ーモニーホール座間 1階常設展示室
へ
※いずれも都合のつかない場合は10
月 6 日（月）の午前 9時～午後 5時に
担当へ。

11月14日（金）～16
日（日）午前 9時30
分～午後 5時（ 16
日は午後 4時まで）

工
芸

生
活
美
術

木工、彫塑、陶芸、押し絵、切り絵、
トールペイント、絵皿、刺繍など
の分野で一人 3点まで
大きさは 3点合計が高さ60㎝×
幅60㎝×奥行き60㎝まで 10月 1 日（水）～31日（金）に必要事

項を記入した出品応募票のみを郵送
または直接担当へ

11月21日（金）～24
日（月）午前 9時30
分～午後 5時（ 21
日は午後 1時から、
24日は午後 4時ま
で）絵

画

油絵、水彩、墨絵、日本画、版画、パ
ステルなど一人 1点
大きさは30号（約91㎝×73㎝）ま
でで、標準的な額装（ガラスは不
可）および軸装をし、展示用掛け
紐を必ず取り付けること

※公共施設で配架している応募要項を必ずご確認ください。
担当 生涯学習課　☎046(252)8476　5046(252)4311

平成26年度
座間市民芸術祭展示部門の作品を募集

昨年度の展示（書道部門）

展示されている日産車

「交流を大切に」 （緑ケ丘６丁目自治会）
　緑ケ丘地区自連に所属する緑ケ丘 6丁目
自治会は、小田急線相武台前駅から座間駅
方面に向かう線路沿いと、キャンプ座間に
挟まれた所にあります。この地域は、小田
急電鉄の宅地開発により発展してきた静か
な住宅地です。当自治会としては、年間を
通じて防犯パトロールや防災訓練、県総合防災センターの見学を実施
して安心・安全な地域づくりに寄与し、環境美化の面からも桜並木の
手入れを実施。また、統一美化デーの後には、「ふれあいの集い」を子
ども会と共に開催し、ビンゴゲームなどは子ども達に人気がありま
す。この地域も高齢化が進んでいますが、若い世帯も増えつつあり、
会員同士の交流を大切にして、住み良い地域づくりに寄与したいと努
力しています。　
 緑ケ丘 6丁目自治会長　江成　昌司

防犯パトロール中

　自治会は、市民の安全・安心と地域の発展のため、日頃からさまざまな
活動に取り組んでいます。この連載も、多くの自治会員の皆さんの活動に
支えられています。自治会への加入などは、自治会総連合会事務局☎
5046(252)8751までお問い合わせください。
担当 市民協働課　☎046(252)7966　5046(255)3550

自治会トピックス
地地地地地地地地地地地地地域域域域域域域域域域域域域でででででででででででででたたたたたたたたたたたたただだだだだだだだだだだだだいいいいいいいいいいいいいままままままままままままま活活活活活活活活活活活活活躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍中中中中中中中中中中中中中！！！！！！！！！！！！！安安安安安安安安安安安安安全全全全全全全全全全全全全・・・・・・・・・・・・・安安安安安安安安安安安安安心心心心心心心心心心心心心ななななななななななななな地地地地地地地地地地地地地域域域域域域域域域域域域域づづづづづづづづづづづづづくくくくくくくくくくくくくりりりりりりりりりりりりり！！！！！！！！！！！！！地地地地地地地地地地地地域域域域域域域域域域域域ででででででででででででたたたたたたたたたたたただだだだだだだだだだだだいいいいいいいいいいいいまままままままままままま活活活活活活活活活活活活躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍躍中中中中中中中中中中中中！！！！！！！！！！！！安安安安安安安安安安安安全全全全全全全全全全全全・・・・・・・・・・・・安安安安安安安安安安安安心心心心心心心心心心心心なななななななななななな地地地地地地地地地地地地域域域域域域域域域域域域づづづづづづづづづづづづくくくくくくくくくくくくりりりりりりりりりりりり！！！！！！！！！！！！

連連連連連連連連連連連連連 載載載載載載載載載載載載載
地域でただいま活躍中！安全・安心な地域づくり！

広報
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